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祝
部
小
考

小
　
林
　
宣
　
彦

　
　
　
一
　
は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
祝
部
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　
祝
部
の
う
ち
、
例
え
ば
「
祝
」
は
令
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
職
で
あ
る
。

「
祝
」
の
成
立
に
は
、
奉
斎
集
団
と
し
て
の
性
格
が
関
与
し
て
く
る
で
あ
ろ
う

が
、
律
令
制
定
以
後
、
朝
廷
が
「
祝
」
に
関
す
る
官
符
な
ど
を
出
す
場
合
、
そ

の
氏
族
的
な
性
格
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
「
祝
」
の
成
立
・
実
態
を
考
え
た
場

合
、
そ
の
性
格
は
杓
子
定
規
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
朝
廷

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
「
祝
」
の
性
格
は
、
杓
子
定
規
的
な
見
方
で
問
題
な
い

と
思
わ
れ
る
。
「
祝
」
に
つ
い
て
の
考
察
で
は
、
成
立
論
・
実
態
論
・
規
定
論

と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
区
分
し
た
見
方
が
必
要
で
あ
り
、
朝
廷
が
「
祝
」
を
ど
の
よ

う
に
位
置
付
け
よ
う
と
し
た
か
を
考
察
す
る
場
合
、
そ
の
奉
斎
集
団
と
し
て
の

性
格
は
、
そ
れ
ほ
ど
考
慮
し
な
く
て
も
良
い
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
し
て
祝
部
の
中
で
も
、
「
神
宮
司
」
「
神
主
」
「
祢
宜
」
「
祝
」
な
ど
の
性
格

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
稿
で
は
、
特
に
「
神
宮
司
」
と
「
神
主
」
の
性
格
の
違
い
に
つ

い
て
論
じ
て
み
た
い
と
思
う
。

二
　
弘
仁
年
間
以
前
の
「
神
宮
司
」
と
「
神
主
」
の
性
格

　
そ
れ
で
は
ま
ず
、
「
神
宮
司
」
が
律
令
制
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
っ
た
の
か
、
史
料
を
検
証
し
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。

【
史
料
2
1
1
】

　
始
置
二
越
前
国
気
比
神
宮
司
一
。
准
二
従
八
位
官
一
。

　
七
年
九
月
庚
午
（
十
六
日
）
条
）

　
【
史
料
2
1
1
】
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（『

ｱ
日
本
紀
」
宝
亀

「
気
比
神
宮
司
」
に
官
位
相
当
制
が
適
応
さ
れ
た

【
史
料
2
1
2
】

　
勅
。
掃
レ
社
敬
レ
神
。
錆
レ
禍
致
レ
福
。
今
聞
。
神
宮
司
等
。
一
任
終
身
。

　
侮
顯
不
敬
。
崇
答
屡
疎
。
宜
下
天
下
諸
国
神
宮
司
。
神
主
。
神
長
等
。
択
二
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氏
中
清
慎
者
一
補
レ
之
。
六
年
相
替
上
。

十
七
年
正
月
乙
巳
（
十
四
日
）
条
）

（「

ﾞ
聚
国
史
』
「
神
宮
司
」
延
暦

　
【
史
料
2
1
2
】
に
よ
っ
て
、
「
神
宮
司
・
神
主
・
神
長
」
は
、
終
身
制
の

職
で
あ
っ
た
も
の
が
、
六
年
毎
に
交
替
さ
れ
る
そ
れ
に
改
定
さ
れ
た
。
ま
た
、

【
史
料
2
－
2
】
で
は
、
「
神
宮
司
・
神
主
・
神
長
」
は
、
補
任
さ
れ
る
氏
族

が
基
本
的
に
定
ま
っ
て
い
る
譜
第
の
職
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り

【
史
料
2
1
2
】
は
、
「
神
宮
司
・
神
主
・
神
長
」
が
、
延
暦
十
七
年
以
前
は
、

終
身
・
譜
第
の
職
で
あ
っ
た
も
の
が
、
延
暦
十
七
年
以
降
、
六
年
毎
に
交
替
さ

れ
る
譜
第
の
職
へ
と
変
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
神
宮
司
・
神
主
・
神
長
」
は
、
所
謂
、
官
位
相
当
制
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ

る
職
で
は
な
い
の
で
、
厳
密
に
は
官
職
で
は
な
い
し
、
補
任
さ
れ
て
も
、
そ
れ

に
よ
っ
て
官
人
と
な
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
の
点
で
は
「
祢
宜
・
祝
」
も
同
様

で
あ
る
の
だ
が
、
「
祝
」
は
「
職
員
令
」
に
規
定
が
あ
り
、
そ
の
性
格
は
律
令

制
下
の
職
と
し
て
す
で
に
定
め
ら
れ
、
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
　
一
方
、
「
神

宮
司
・
神
主
・
神
長
」
は
、
令
に
明
確
な
規
定
が
無
く
、
律
令
制
下
の
職
と
し

て
の
性
格
と
、
氏
族
の
私
的
な
そ
れ
と
が
混
在
し
て
お
り
、
そ
の
性
格
や
位
置

付
け
は
、
曖
昧
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
史
料
2
1
3
】

　
勅
。
承
前
之
例
。
諸
神
宮
司
。
准
二
長
上
官
一
。
四
考
為
レ
限
。
自
今
以

　
後
。
宜
三
改
准
二
番
上
之
例
一
。
（
『
類
聚
国
史
』
「
神
宮
司
」
延
暦
十
七
年

　
四
月
己
未
（
九
日
）
条
）

　
【
史
料
2
1
3
】
で
は
、
「
神
宮
司
」
の
考
が
、
四
考
か
ら
六
考
に
改
定
さ

れ
て
い
る
。
「
准
長
上
官
」
か
ら
「
准
番
上
之
例
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
「
神
宮
司
」
の
地
位
が
低
下
し
た
と
す
る
説
が
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
年
に
出
さ
れ
た
【
史
料
2
1
2
】
で
、
「
神
宮
司
」

は
六
年
毎
に
交
替
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
に
、
考
も
「

四
」
考
か
ら
「
六
」
考
に
改
め
ら
れ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ

転
架
【
史
料
2
1
3
】
の
濯
長
上
官
L
と
「
准
番
上
之
例
」
と
い
う
記
述

は
、
「
神
宮
司
」
の
地
位
が
、
長
上
官
に
准
じ
る
、
ま
た
は
、
番
上
の
例
に
准

じ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
「
一
般
に
は
、
四
考
は
長
上
官
、
六

考
は
番
上
で
あ
る
」
こ
と
を
示
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま

り
【
史
料
2
1
3
】
は
、
【
史
料
2
1
2
】
で
六
年
交
替
に
改
め
ら
れ
た
「
神

宮
司
」
の
考
を
、
現
状
に
沿
う
よ
う
に
、
四
考
か
ら
六
考
に
改
め
た
の
で
あ

り
、
「
神
宮
司
」
の
地
位
を
低
下
さ
せ
る
意
図
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

【
史
料
2
1
4
】

　
太
政
官
符

　
　
神
主
遭
レ
喪
解
任
服
闘
復
任
事

　
右
検
二
案
内
一
太
政
官
去
延
暦
十
九
年
十
二
月
廿
二
日
下
二
神
祇
官
一
符

　
脩
。
諸
国
神
宮
司
等
。
並
限
以
二
六
年
一
補
替
之
事
。
先
立
レ
例
詑
。
右

　
　
（
1
）

大
臣
宣
。
件
神
宮
司
未
レ
満
二
限
年
一
。

若
有
二
服
解
一
不
レ
得
二
補
替
一
。

傍
令
下
二
神
主
井
祝
等
一
行
上
レ
事
。
服
関
之
日
復
任
満
レ
限
者
。
今
右
大
臣

　
　
　
　
（
2
）

宣
。
奉
レ
勅
。
神
主
服
限
年
一
同
二
宮
司
一
。
服
関
復
任
豊
可
レ
異
レ
例
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

自
レ
今
以
後
宜
二
同
復
任
一
。
又
或
社
有
レ
任
二
神
長
一
。
事
乖
二
通
例
一
。
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其
有
二
官
符
一
任
二
神
長
一
者
。
宜
三
改
為
二
神
主
一
。

　
　
大
同
二
年
八
月
十
一
日
（
『
類
聚
三
代
格
』
）

　
【
史
料
2
1
4
】
の
傍
線
（
1
）
に
よ
る
と
、
「
神
宮
司
」
が
服
喪
の
時
に

は
、
「
神
主
・
祝
」
が
「
神
宮
司
」
の
職
掌
を
代
行
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
「
神
宮
司
」
は
、
服
解
し
て
も
、
限
年
に
満
た
な
け
れ
ば
交
替
さ
れ

ず
、
服
関
し
て
復
任
で
き
た
こ
と
も
分
か
る
。
服
関
に
つ
い
て
は
、
【
史
料

2
1
5
】
を
用
い
て
考
察
し
た
い
。

【
史
料
2
1
5
】

　
多
治
比
子
姉
卒
。
参
議
大
中
臣
諸
魚
母
也
。
先
レ
是
。
諸
魚
進
二
家
譜
一

　
云
。
中
臣
朝
臣
任
二
神
祇
伯
一
者
。
是
天
照
大
神
神
主
也
。
累
世
相
承
。

　
遭
レ
喪
不
レ
解
者
。
勅
。
錐
レ
不
レ
躬
二
喪
紀
一
。
不
レ
可
レ
供
二
神
事
一
。

　
宜
レ
令
レ
修
二
其
服
一
。
（
『
日
本
紀
略
』
延
暦
十
一
年
閏
十
一
月
乙
酉
（
四

　
日
）
条
）

　
【
史
料
2
1
5
】
を
見
る
と
、
神
祇
伯
で
も
、
喪
に
遭
っ
た
な
ら
ば
、
服
喪

を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
大
中
臣
諸
魚
の
主
張
で
は
、
「
中
臣
朝
臣
」
は

「
天
照
大
神
神
主
」
で
あ
る
か
ら
喪
に
遭
っ
て
も
服
解
さ
れ
な
い
と
あ
る
。
こ

れ
は
、
服
喪
は
神
祇
と
関
係
が
な
い
儀
礼
だ
と
主
張
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る

の
で
あ
る
が
、
勅
で
は
そ
の
主
張
を
退
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
服
喪
は
、
律
令

制
下
の
職
に
お
い
て
は
、
も
は
や
義
務
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
由
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
【
史
料
2
－
4
】
と
【
史
料
2
－
5
】
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
服
喪
は
、
律

令
制
に
お
い
て
は
儀
礼
上
の
義
務
と
さ
れ
、
そ
れ
が
持
つ
宗
教
性
は
希
薄
で

あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
服
喪
が
律
令
制
に
お
い
て
義
務
で
あ
る
な
ら

ば
、
そ
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
職
は
、
あ
る
程
度
、
律
令
制
下
の
職
と
見

な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
「
神
宮
司
」
も
そ
れ
に
あ
て
は
ま
る
と
思
わ
れ

る
。

【
史
料
2
1
6
】

　
制
。
常
陸
国
鹿
嶋
神
社
。
越
前
国
気
比
神
社
。
能
登
国
気
多
神
社
。
豊
前

　
国
八
幡
神
社
等
宮
司
。
人
懐
二
競
望
一
。
各
称
；
譜
第
一
。
自
今
以
後
。
神

　
祇
官
検
二
旧
記
一
。
常
簡
二
氏
中
堪
レ
事
者
一
。
擬
補
申
レ
官
。
（
『
日
本
後

　
紀
」
延
暦
二
十
三
年
六
月
丙
辰
（
十
三
日
）
条
）

　
【
史
料
2
1
6
】
で
は
、
「
常
陸
国
鹿
嶋
神
社
」
「
越
前
国
気
比
神
社
」
「
能

登
国
気
多
神
社
」
「
豊
前
国
八
幡
神
社
」
の
「
宮
司
」
の
補
任
権
を
、
神
祇
官

が
掌
握
す
る
と
明
確
に
定
め
た
こ
と
が
分
か
る
。
【
史
料
2
1
2
】
に
も
あ
る

よ
う
に
、
「
神
宮
司
」
は
譜
第
の
職
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
神
祇
の
「
宮
司
」
も
、

補
任
さ
れ
る
氏
族
が
定
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
「
神
宮
司
」

は
神
祇
官
管
轄
の
職
で
あ
り
、
国
司
管
轄
の
「
祢
宜
・
祝
」
と
は
性
格
が
異
な

る
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

【
史
料
2
1
7
】

　
制
。
越
前
国
気
比
神
。
豊
前
国
八
幡
大
菩
薩
宮
司
等
。
遷
替
之
日
。
准
二

　
国
司
一
與
二
解
由
一
。
（
『
日
本
後
紀
』
大
同
四
年
閏
二
月
丁
酉
（
二
十
一

　
日
）
条
）
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【
史
料
2
i
7
】
で
は
、
気
比
神
と
八
幡
神
の
「
宮
司
」
が
「
遷
替
」
の
日

に
解
由
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
【
史
料
2
1
1
】
　
【
史
料
2
1
2
】
　
【
史
料
2
1
3
】
　
【
史
料
2
1

4
】
　
【
史
料
2
1
6
】
　
【
史
料
2
1
7
】
を
考
察
す
る
と
、
「
神
宮
司
」
が
、

律
令
制
下
の
職
と
し
て
徐
々
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ

う
。　

次
に
、
「
神
主
」
に
つ
い
て
も
、
史
料
を
検
証
し
な
が
ら
考
察
し
た
い
。

　
【
史
料
2
1
4
】
の
傍
線
（
2
）
で
は
、
「
神
主
」
の
服
喪
の
制
度
が
「
神

宮
司
」
と
同
様
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
「
祝
」
に

つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
「
令
集
解
」
「
職
員
令
」
で
は
、
「
祝
」
も

「
服
関
復
任
」
す
る
と
い
う
解
釈
が
あ
る
。
こ
の
解
釈
に
よ
る
と
、
「
祝
」
が
服

喪
の
時
も
、
「
神
宮
司
・
神
主
」
と
同
じ
く
、
服
解
・
交
替
が
行
わ
れ
な
か
っ

た
こ
と
に
な
る
。
【
史
料
2
1
5
】
か
ら
、
律
令
制
下
の
職
に
対
し
て
服
喪
を

義
務
付
け
た
こ
と
を
論
じ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
全
て
の
律
令
制
下
の
職
が

「
服
関
復
任
」
を
保
障
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
『
令
集
解
』
「
假
寧
令
」
職
事

官
遭
父
母
喪
解
条
を
見
る
と
、
服
解
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
は
「
職
事
官
」
で

あ
り
、
「
自
余
」
は
「
假
」
を
給
え
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
「
神
宮
司
・
神
主
」

は
「
職
事
官
」
に
含
ま
れ
、
「
祝
」
は
「
自
余
」
に
含
ま
れ
る
と
見
な
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
、
【
史
料
2
1
4
】
で
は
「
祝
」
の
服
喪
に

つ
い
て
触
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
祝
」
は
、
服
解
し
て
服
関
復
任
さ
れ
．

る
職
で
は
な
く
、
服
喪
の
時
は
「
假
」
を
給
わ
る
職
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
「
神
宮
司
・
神
主
」
と
「
祝
」
の
性
格
が
異

な
る
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
【
史
料
2
1
4
】
の
傍
線
（
3
）
を
見
る
と
、
「
神
長
」
の
存
在
意
義

が
大
同
年
間
に
は
薄
れ
て
い
る
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
、
「
神
長
」
は
律
令
制

に
お
い
て
、
そ
の
存
在
意
義
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

【
史
料
2
1
2
】
に
よ
る
と
、
も
と
も
と
「
神
宮
司
・
神
主
」
と
「
神
長
」

は
、
同
じ
よ
う
な
性
格
の
職
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
、

「
神
宮
司
・
神
主
」
の
職
掌
は
朝
廷
に
認
め
ら
れ
、
律
令
制
下
の
職
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
「
神
長
」
の
存
在
意
義
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

【
史
料
2
－
8
】

　
令
三
諸
国
神
社
神
主
。
相
替
之
日
與
二
解
由
一
。

　
年
十
月
戊
子
（
三
日
）
条
）

（『

坙
{
後
紀
』
弘
仁
三

　
【
史
料
2
1
8
】
に
よ
れ
ば
、
「
神
主
」
が
交
替
の
日
に
、
解
由
を
与
え
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
、
こ
の
時
点
で
、
「
神
主
」
は
「
六
年
毎
に
交
替
さ
れ
る
譜

第
の
職
」
で
、
「
交
替
の
日
に
解
由
が
与
え
ら
れ
る
職
」
と
規
定
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
「
神
宮
司
」
の
性
格
と
同
様
で
あ
り
、
「
神
宮
司
」
と
「
神
主
」

は
律
令
制
下
に
お
い
て
、
同
じ
性
格
の
職
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
【
史
料
2
1
1
】
か
ら
【
史
料
2
1
8
】
を
考
察
す
る
と
、
も
と
も

と
「
神
宮
司
」
と
「
神
主
」
は
、
律
令
制
下
に
お
い
て
、
性
格
や
位
置
付
け
が

曖
昧
な
職
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
律
令
制
下
の
職
と
し
て
整
え
ら
れ
て
い
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
「
神
祇
令
」
な
ど
を
見
る
と
、
「
神
主
」
が
律
令
制
下
の
職
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
、
全
て
の
「
神
主
」
が
そ
う
で

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
特
定
の
神
社
の
「
神
主
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
に
過
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ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
更
に
、
「
職
員
令
」
に
も
「
神
宮
司
・
神
主
」
の
規
定
は

存
在
せ
ず
、
令
制
当
初
か
ら
、
両
者
が
律
令
制
下
の
職
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
た
と
は
言
い
難
い
で
あ
ろ
う
。

三
　
弘
仁
年
間
以
後
の
「
神
宮
司
」
と
「
神
主
」
の
性
格

　
弘
仁
年
間
ま
で
、
「
神
宮
司
」
と
「
神
主
」
は
、
同
じ
性
格
を
有
す
る
職
と

し
て
扱
わ
れ
、
整
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
論
じ
た
が
、
同
じ
弘
仁
年
間
に
、
大

和
国
で
「
神
主
」
に
関
す
る
官
符
が
出
さ
れ
る
。
【
史
料
3
1
1
】
所
載
の
弘

仁
十
二
年
正
月
四
日
官
符
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
の
三
つ
の
官
符
を
そ
れ
ぞ
れ

検
証
し
て
み
た
い
。

【
史
料
3
1
1
】

　
太
政
官
符

　
　
一
応
レ
任
二
用
神
主
一
事
（
以
下
、
①
官
符
）

　
　
右
太
政
官
弘
仁
十
二
年
正
月
四
日
下
二
大
和
国
一
符
儒
。
彼
国
解
僻
。

　
（
4
）

　
　
部
内
名
神
其
社
有
レ
数
。
或
為
レ
農
祷
レ
歳
。
或
為
レ
旱
祈
レ
雨
。
至
レ

　
　
排
二
災
害
一
蓉
有
二
徴
応
一
。
仮
令
大
和
。
大
神
。
広
瀬
。
龍
田
。
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
茂
。
穴
師
等
大
神
是
也
。
而
頃
年
之
間
。
事
乖
二
潔
斎
一

間
々
不
レ
息
。
本
二
尋
所
由
一
。
顯
依
一
一
神
主
一
。

正
月
廿
四
日
下
二
五
畿
内
諸
国
一
符
偲
。
奉
レ
勅
。

禍
致
レ
福
。
今
神
主
等
。
一
任
終
身
。
侮
顯
不
レ
敬
。

自
レ
今
以
後
。
簡
下
揮
彼
氏
之
中
潔
清
廉
貞
堪
二
神
主
一
者
上
補
任
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

以
二
六
年
一
相
替
。
秩
満
之
代
点
定
言
上
甲
者
。
国
依
二
符
旨
一
選
点
言

　
　
　
。
不
祥
之
徴

太
政
官
延
暦
十
七
年

掃
レ
社
敬
レ
神
。
錆
レ

　
崇
省
屡
環
。
宜
乙

　
　
　
　
　
　
　
限

1
（
7
）

上
。
　
而
或
点
上
外
被
レ
任
二
他
人
一
。

愚
吏
商
量
事
背
二
符
旨
一
。
望

請
。
点
上
之
人
一
切
任
用
。
以
尋
；
泊
酌
之
信
一
。
且
待
；
神
聴
之
声
一

　
者
。
右
大
臣
宣
。
奉
レ
勅
。
依
レ
請
。

一
応
レ
停
三
官
人
任
二
諸
社
神
主
一
事
（
以
下
、
②
官
符
）

　
右
太
政
官
同
日
下
二
同
国
一
符
俗
。
彼
国
解
僻
。
有
レ
官
之
輩
若
兼
コ
任

　
神
主
一
。
全
直
二
本
職
一
不
レ
労
二
神
社
一
。
神
社
傾
覆
職
此
之
由
。
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
請
。
択
］
抽
無
官
一
一
任
二
神
主
一
。
専
事
二
祈
祷
一
。
令
レ
修
コ
理
神
社
｝

　
者
。
同
宣
。
奉
レ
勅
。
依
レ
請
。

一
応
レ
令
下
二
国
司
一
定
中
神
主
考
上
事
（
以
下
、
③
官
符
）

　
右
太
政
官
同
日
下
二
同
国
一
符
称
。
得
二
彼
国
解
一
俗
。
祢
宜
祝
等
考

　
者
。
国
司
勘
定
。
而
今
至
二
干
神
主
一
不
レ
隷
二
国
司
一
。
因
レ
藪
任
中

　
功
過
無
レ
由
二
検
藪
一
。
望
請
。
件
神
主
考
。
国
司
随
レ
状
褒
眩
。
以
施
二

　
善
悪
一
者
。
同
宣
奉
レ
勅
。
依
レ
請
。

以
前
撰
格
起
請
俗
。
上
件
事
条
遵
行
有
レ
便
。
伏
望
。
下
コ
知
四
畿
内
及

七
道
諸
国
一
者
。
中
納
言
兼
左
近
衛
大
将
従
三
位
藤
原
朝
臣
基
経
宣
。
奉
レ

勅
。
依
レ
請
。

　
貞
観
十
年
六
月
廿
八
日
（
『
類
聚
三
代
格
』
）

　
ま
ず
①
官
符
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
神
主
」
に
対
す
る
官
符
で
は
な
く
、
宮

吏
に
対
す
る
官
符
で
あ
る
。
国
司
が
、
特
定
の
氏
族
の
中
か
ら
「
潔
清
廉
貞
」

で
、
神
主
に
補
任
し
て
も
問
題
な
い
人
物
を
選
ん
で
「
言
上
」
し
て
も
（
傍
線

6
）
、
官
吏
が
そ
れ
を
無
視
し
て
、
別
の
人
物
を
「
神
主
」
に
補
任
し
て
し
ま

う
事
例
を
問
題
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
傍
線
7
）
。
お
そ
ら
く
、
国
司
が

「
選
点
言
上
」
し
て
も
、
そ
の
氏
族
の
中
で
朝
廷
に
出
仕
す
る
人
物
が
、
そ
れ

以
外
の
人
物
を
「
神
主
」
に
補
任
す
る
よ
う
に
、
官
吏
に
頼
む
例
が
あ
っ
た
も
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の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
あ
、
こ
の
官
符
に
よ
っ
て
、
国
司
が
「
言
上
」
し
て

き
た
人
物
を
「
神
主
」
に
補
任
す
る
規
定
が
再
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
神

主
」
の
補
任
権
は
朝
廷
に
あ
る
の
だ
が
、
「
神
主
」
の
補
任
に
つ
い
て
、
国
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
発
言
力
が
強
化
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
②
官
符
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
無
官
の
人
物
を
「
神
主
」
に
補
任
し
、

神
事
に
専
念
さ
せ
よ
う
と
意
図
し
た
官
符
で
あ
る
。
「
無
位
」
で
は
な
く
「
無

官
」
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
神
事
と
公
務
と
を
区
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
専

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

念
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
た
官
符
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

　
ま
た
、
こ
の
官
符
に
よ
り
、
「
神
主
」
は
神
社
修
理
の
義
務
を
負
わ
ね
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ら
な
い
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
た
。

　
②
官
符
は
①
官
符
と
同
様
、
官
吏
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
官
職
に
就
い
て

い
る
官
人
が
、
「
神
主
」
に
補
任
さ
れ
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
官
符
な
の
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
傍
線
（
8
）
の
部
分
に
注
目
す
る
と
、
「
神
主
」
の

位
置
付
け
に
つ
い
て
も
読
み
取
れ
る
。
前
節
で
、
「
神
主
」
が
律
令
制
下
の
職

と
し
て
徐
々
に
定
め
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
述
べ
た
が
、
具
体
的
に
、
「
神
主
」

に
課
せ
ら
れ
る
負
担
に
つ
い
て
触
れ
た
官
符
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
こ

の
官
符
で
は
、
「
神
主
」
の
義
務
が
、
具
体
的
に
明
文
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
「
神
主
」
に
対
し
て
「
専
事
祈
祷
令
修
理
神
社
」
と
定
め
た
こ
と
で
、
「
神

主
」
の
行
う
神
事
が
、
律
令
制
下
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　
つ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
は
、
「
神
主
」
の
職
掌
は
「
職
員
令
」
に
も
「
神
祇
令
」

に
も
規
定
が
無
く
、
「
神
主
」
が
行
う
神
事
は
、
氏
族
の
私
的
な
性
格
と
律
令

制
に
基
づ
く
性
格
と
が
混
ざ
り
合
う
、
曖
昧
な
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
社

殿
の
修
理
を
挙
げ
て
み
て
も
、
律
令
制
下
の
職
と
し
て
修
理
を
し
て
い
る
の

か
、
氏
族
内
の
私
的
な
義
務
と
し
て
修
理
を
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
が
明
確
で

無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
大
和
国
に
お
い
て
は
、
②
官
符
が
出
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
「
神
主
」
の
職
掌
の
中
で
、
少
な
く
と
も
「
祈
祷
」
と
「
修
理

神
社
」
は
律
令
制
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
「
神
主
」
が
行
う
神
事
か
ら
、
私
的
な
性
格
が
排
除
さ
れ

た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
神
社
に
お
い
て
祭
祀
が
執
り

行
わ
れ
る
場
合
、
「
神
主
」
は
氏
神
祭
祀
と
律
令
祭
祀
と
を
区
別
し
て
執
り
行

う
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
神
主
」
が
執
り
行
う

祭
祀
は
、
も
と
も
と
は
、
氏
神
祭
祀
の
性
格
と
律
令
祭
祀
の
そ
れ
と
が
混
在
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
祀
に
明
確
に
区
別
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
②
官
符
の
「
専
事
祈
祷
令
修
理
神
社
」
と
い
う
記
述
は
、
「
神
主
」
に
対
し

て
、
律
令
制
に
基
づ
く
神
事
を
義
務
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と

は
、
「
神
主
」
が
律
令
制
下
の
職
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
で

あ
ろ
う
。

　
次
に
③
官
符
で
あ
る
が
、
こ
の
官
符
は
先
の
①
②
の
官
符
と
異
な
り
、
「
神

主
」
そ
の
も
の
に
対
す
る
官
符
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
も
と
も
と

国
司
は
、
「
祢
宜
・
祝
」
の
考
は
勘
定
す
る
が
、
「
神
主
」
の
考
は
勘
定
し
な
い

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
こ
の
③
官
符
に
よ
っ
て
、
褒
財
を
的
確
に
行
い
、

善
悪
を
族
す
た
め
に
、
国
司
が
「
神
主
」
の
考
を
勘
定
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
神
主
」
が
国
司
の
管
轄
に
位
置
付
け
ら
れ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
は
、
「
神

主
」
が
、
任
期
中
の
功
過
を
検
籔
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
実
際
に
は
考
課
は
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
神
主
」
は
、
国
司
の
管
轄
に
位
置
付
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け
ら
れ
る
と
共
に
、
律
令
制
下
の
職
と
し
て
も
、
依
然
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
【
史
料
3
1
1
】
所
載
の
弘
仁
十
二
年
正
月
四
日
官
符
で
は
、
大
和
国
に
お

い
て
だ
け
「
神
主
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
大
和
国
の
み
の
理
由
は
、
①
官
符

と
②
官
符
の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
国
司
が
、
特
定

の
氏
族
の
中
か
ら
「
神
主
」
に
補
任
し
て
も
問
題
な
い
人
物
を
「
選
点
言
上
」

し
て
も
、
そ
の
氏
族
内
で
朝
廷
に
出
仕
す
る
人
物
が
、
そ
れ
以
外
の
人
物
を

「
神
主
」
に
補
任
す
る
よ
う
に
官
吏
に
頼
む
事
例
を
問
題
視
し
て
い
る
。
ま
た
、

官
人
が
「
神
主
」
を
兼
任
す
る
こ
と
も
問
題
視
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
和
国

は
、
官
人
の
氏
神
が
数
多
く
存
在
す
る
国
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
大
和
国
だ

け
に
官
符
が
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
大
和
国
に
は
名
神
が
多
数
有
り
（
傍
線
4
）
、
さ
ら
に
傍
線
（
5
）

に
あ
る
よ
う
に
、
名
神
に
は
「
神
主
」
が
置
か
れ
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

た
と
解
釈
で
き
る
。
名
神
は
、
全
国
レ
ベ
ル
の
祈
請
を
す
る
神
祇
で
あ
り
、
朝

廷
は
、
名
神
の
祭
祀
を
掌
る
「
神
主
」
の
補
任
を
見
直
す
必
要
性
に
迫
ら
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
名
神
の
祭
祀
に
お
い
て

「
神
主
」
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
も
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

四
　
神
封
に
関
す
る
「
神
宮
司
」
と
「
神
主
」
の
関
与

　
【
史
料
2
1
2
】
　
【
史
料
2
1
4
】
　
【
史
料
2
－
8
】
な
ど
を
見
る
と
、
弘

仁
年
間
ま
で
は
、
「
神
宮
司
」
と
「
神
主
」
と
の
性
格
は
似
た
よ
う
な
も
の
で

あ
り
、
朝
廷
も
そ
れ
を
意
図
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
両
者
は
、
律
令
制
下

の
職
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
方
針
が
と
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
じ
律
令

制
下
の
職
で
も
、
「
祢
宜
・
祝
」
と
は
異
な
り
、
国
司
の
管
轄
で
は
な
く
、
朝

廷
管
轄
の
職
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
弘
仁
年
間
か
ら
、
大
和
国

で
は
「
神
主
」
も
「
祢
宜
・
祝
」
と
同
様
に
、
国
司
の
管
理
を
受
け
る
職
に

な
っ
た
。
弘
仁
十
二
年
以
降
、
「
神
宮
司
」
と
「
神
主
」
の
性
格
は
、
微
妙
に

異
な
り
始
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
封
戸
を
例
に
し
て
考
え
て
み
た
い

と
思
う
。

　
ま
ず
「
神
主
」
で
あ
る
が
、
【
史
料
4
1
1
】
に
よ
っ
て
、
「
神
主
」
が
神
封

を
管
理
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

【
史
料
4
1
1
】

　
太
政
官
符

　
　
諸
社
封
物
令
二
国
司
検
校
一
事

　
右
参
議
弾
正
大
弼
従
四
位
下
橘
朝
臣
常
主
奏
状
云
。
拠
レ
令
。
神
戸
調

　
庸
。
及
田
祖
者
。
並
充
二
造
神
宮
及
供
神
調
度
一
。
皆
国
司
検
校
。
申
二

　
送
所
司
一
者
。
而
今
所
レ
行
。
一
委
；
神
主
一
。
不
レ
問
レ
所
レ
須
。
犯
用

　
任
レ
意
。
動
欠
二
祀
事
一
。
宮
社
頽
落
。
無
レ
意
二
修
造
｝
。
伏
望
。
一
委
二

　
国
司
一
。
除
二
造
神
宮
及
供
神
調
度
一
之
外
轍
用
者
。
拘
二
国
司
解
由
一

　
者
。
奉
レ
勅
。
依
レ
奏
。

　
　
　
天
長
元
年
八
月
廿
日
（
『
貞
観
交
替
式
』
）

　
【
史
料
4
一
1
】
で
は
、
「
神
主
」
が
神
封
を
管
理
し
て
い
る
神
社
が
多

か
っ
た
が
、
神
封
は
「
神
主
」
で
は
な
く
国
司
が
検
校
す
る
規
定
が
再
確
認
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　
大
和
国
の
場
合
、
【
史
料
4
…
2
】
の
傍
線
（
9
）
に
よ
っ
て
、
「
神
主
」
が

神
封
を
管
理
す
る
こ
と
が
公
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
【
史
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料
4
1
1
】
に
よ
っ
て
、

な
っ
た
の
で
あ
る
。

神
封
に
関
す
る
権
限
は
国
司
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に

【
史
料
4
1
2
】

　
太
政
官
符

　
　
応
下
以
；
大
社
封
戸
一
修
中
理
小
社
上
事

　
右
撰
格
所
起
請
傅
。
太
政
官
去
弘
仁
十
三
年
四
月
四
日
下
二
大
和
国
一
符

　
俗
。
得
二
彼
国
解
一
俗
。
検
二
案
内
一
。
太
政
官
去
弘
仁
三
年
五
月
三
日
符

　
儒
。
有
レ
封
之
社
。
令
下
二
神
戸
百
姓
一
修
造
上
。
無
レ
封
之
社
。
令
下
二
祢

　
宜
祝
部
等
一
永
加
中
修
理
上
。
国
司
不
レ
存
二
検
校
一
有
レ
致
二
破
壊
一
者
。

　
遷
替
之
日
拘
二
其
解
由
一
者
。
国
依
二
符
旨
一
行
来
尚
　
。
而
今
有
レ
封
神

　
社
巳
有
二
治
カ
一
。
無
レ
封
神
社
全
無
二
修
料
一
。
傍
貧
レ
幣
祝
部
無
レ
由
レ

　
修
レ
社
。
吏
加
二
検
責
一
各
規
二
遁
隠
一
。
推
二
其
苦
跡
一
誠
有
二
所
以
一
。

　
侃
検
二
神
苗
喬
一
本
枝
相
分
。
其
祖
神
則
貴
而
有
レ
封
。
其
齎
神
則
微
而

　
無
レ
封
。
仮
令
飛
鳥
神
之
喬
天
太
玉
。
臼
瀧
。
賀
屋
鳴
比
女
神
四
社
。
此

　
等
類
是
也
。
望
請
。
以
二
無
レ
封
苗
商
之
神
一
。
分
コ
付
有
レ
封
始
祖
之
社
一
。

（
9
）
則
令
三
有
レ
封
神
主
鎮
二
無
封
祝
部
・
然
則
碁
二
修
掃
之
勤
一
。
国

　
無
二
巣
答
之
兆
一
者
。
右
大
臣
宣
。
奉
レ
勅
。
依
レ
請
者
。
事
施
二
一
国
一
。

　
遵
行
有
レ
便
。
伏
望
。
下
コ
知
四
畿
内
及
七
道
諸
国
一
者
。
中
納
言
兼
左

　
近
衛
大
将
従
三
位
藤
原
朝
臣
基
経
宣
。
奉
レ
勅
依
レ
請
。

　
　
　
貞
観
十
年
六
月
廿
八
日
（
『
類
聚
三
代
格
』
）

　
そ
の
一
方
、
「
神
主
」
に
比
べ
て
、

は
、
か
な
り
認
め
ら
れ
て
い
る
。

「
神
宮
司
」
の
神
封
に
関
す
る
発
言
力

【
史
料
4
1
3
】

　
太
政
官
符

　
　
応
レ
令
下
二
国
司
一
出
刺
納
八
幡
大
菩
薩
宮
雑
物
上
事

　
右
得
二
太
宰
府
解
一
儒
。
太
政
官
去
延
暦
十
八
年
十
一
月
五
日
符
儒
。
府

　
解
傅
。
太
政
官
去
年
十
二
月
廿
一
日
符
儒
。
大
菩
薩
井
比
畔
神
封
一
千
四

　
百
十
戸
。
宜
レ
納
二
府
庫
一
者
。
豊
前
国
解
俗
。
神
宮
司
申
云
。
比
畔
神

　
封
六
百
十
戸
之
物
与
二
大
菩
薩
封
物
一
共
納
二
府
庫
一
。
由
レ
是
春
秋
祭
料

　
無
レ
物
レ
可
レ
用
者
。
所
レ
申
有
レ
実
。
謹
請
二
処
分
一
者
。
右
大
臣
宣
。

　
奉
レ
勅
。
宜
下
府
官
検
校
割
二
充
祭
料
一
所
レ
残
雑
物
便
納
二
神
宮
一
。
侃

　
即
府
官
宮
司
相
共
出
納
上
者
。
府
依
二
符
旨
一
相
共
出
納
。
而
道
路
稽
遠

有
レ
煩
レ
遣
輪
．
加
以
検
二
前
例
霜
宮
当
国
等
司
相
共
検
］
掌
出
紳
。

望
請
。
准
二
先
例
一
。
付
二
国
与
一
レ
宮
共
令
二
出
納
一
。
但
年
終
用
状
勘
録

令
レ
申
。
謹
請
二
官
裁
一
者
。
右
大
臣
宣
。
奉
レ
勅
依
レ
請
。

　
　
大
同
三
年
七
月
十
六
日
（
『
類
聚
三
代
格
」
）

　
【
史
料
4
1
3
】
の
傍
線
（
1
0
）
で
は
、
八
幡
神
と
比
嘩
神
の
封
物
を
、
国

司
と
「
神
宮
司
」
と
が
「
相
共
」
に
「
出
納
」
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。

【
史
料
4
1
4
】

　
太
政
官
符

　
　
応
下
収
］
納
神
庫
一
充
劇
用
祭
料
上
気
比
神
宮
封
租
穀
事

　
右
得
二
神
祇
官
解
一
俗
。
彼
神
宮
司
大
中
臣
安
根
解
儒
。
検
二
案
内
一
。
太

　
政
官
去
延
暦
十
二
年
二
月
廿
七
日
下
二
越
前
国
一
符
俗
。
宮
司
大
中
臣
魚
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取
解
称
。
封
租
穀
須
下
勘
コ
納
神
庫
　
充
中
用
祭
料
上
。
而
国
更
徴
コ
納
官

庫
｝
充
コ
用
他
色
一
。
臨
二
彼
祭
時
一
不
レ
肯
二
下
行
一
。
度
々
祭
事
由
レ
其

欠
怠
。
望
請
。
勘
コ
納
神
庫
一
充
コ
用
祭
料
［
。
謹
請
二
官
裁
一
者
。
右
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

臣
宣
。
依
レ
請
者
。
国
依
；
符
旨
｝
行
来
既
尚
　
。
而
去
弘
仁
元
年
介
橘

朝
臣
永
継
与
二
宮
司
一
有
レ
所
二
相
論
一
。
以
二
件
租
穀
一
更
納
二
官
庫
一
。

而
宮
司
無
レ
意
；
相
争
一
。
専
任
二
国
行
噸
。
自
レ
今
以
後
。
積
習
為
レ
例

充
コ
用
遠
郡
一
。
運
漕
之
間
殆
過
二
祭
期
一
。
神
事
疎
略
大
概
在
レ
絃
。
貢

神
之
物
豊
可
レ
如
レ
此
。
望
請
。
徴
コ
納
神
庫
｝
以
省
二
申
請
之
煩
一
者
。

官
検
二
案
内
一
。
件
租
穀
専
墨
二
神
用
一
不
レ
充
二
他
色
一
。
然
則
納
二
於
官

庫
一
還
無
二
公
益
｝
。
納
二
於
神
庫
一
尤
有
二
便
宜
一
。
望
請
。
重
仰
二
国
宰
一

拠
コ
准
旧
例
一
。
徴
コ
納
神
庫
一
以
充
二
祭
料
一
。
謹
請
二
官
裁
｝
者
。
右
大

　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

臣
宣
。
依
レ
請
。
但
至
三
干
出
コ
納
件
物
一
。
国
司
宮
司
相
共
行
・
之
。

　
　
元
慶
八
年
九
月
八
日
（
『
類
聚
三
代
格
』
）

　
ま
た
、
【
史
料
4
1
4
】
の
傍
線
（
1
1
）
で
は
、
弘
仁
元
年
時
点
で
、
越
前

国
の
介
と
「
気
比
神
宮
司
」
と
が
「
相
論
」
し
て
お
り
、
元
慶
八
年
で
も
国
司

と
「
宮
司
」
と
が
神
封
を
「
相
共
」
に
「
出
納
」
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

る
（
傍
線
1
2
）
。

　
「
神
祇
令
」
で
は
、
神
税
は
「
皆
国
司
検
校
申
二
送
所
司
一
」
と
規
定
さ
れ
、

弘
仁
十
二
年
八
月
二
十
二
日
官
符
「
応
レ
令
三
伊
勢
大
神
宮
司
検
二
納
神
郡
田

　
　
　
　
（
1
0
）

租
一
事
」
で
も
、
「
准
二
諸
神
一
国
司
検
収
」
と
あ
る
よ
う
に
、
封
租
穀
を
検
校

す
る
の
は
国
司
で
あ
る
。
し
か
し
、
【
史
料
4
！
3
】
と
【
史
料
4
1
4
】
に

よ
れ
ば
、
「
神
宮
司
」
の
神
封
に
関
す
る
発
言
力
は
、
国
司
に
匹
敵
し
て
い
る

　
　
　
（
1
1
）

と
言
え
よ
う
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
神
宮
司
」
は
神
祇
官
の
管
轄
に
あ
り
、
神
封
に
関
す

る
発
言
力
も
国
司
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
「
神
主
」
は
、
弘
仁
十
二

年
に
認
め
ら
れ
て
い
た
神
封
の
権
限
が
、
天
長
元
年
に
は
否
定
さ
れ
、
国
司
に

委
ね
ら
れ
た
こ
と
が
言
え
よ
う
。

　
【
史
料
4
－
1
】
で
、
神
封
の
検
校
が
国
司
に
委
ね
ら
れ
た
理
由
と
し
て
は

次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
一
つ
目
は
、
「
神
宮
司
」
が
存
在
す
る
神
社
の
場
合
で
も
、
神
封
を
直
接
管

理
す
る
の
は
基
本
的
に
国
司
な
の
で
あ
り
、
「
神
主
」
が
置
か
れ
た
神
社
も
そ

れ
に
准
じ
る
よ
う
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
延
暦
・
大
同
・
弘
仁
年
間
を
通
じ

て
、
「
神
宮
司
」
と
「
神
主
」
が
、
同
じ
よ
う
な
神
祇
政
策
が
な
さ
れ
た
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
神
封
に
関
し
て
も
、
「
神
宮
司
」
の
存
在
す
る
神
社
と
同
様
、

管
理
す
る
主
体
は
「
神
主
」
で
は
な
く
国
司
で
あ
る
と
再
確
認
さ
れ
た
の
で
あ

る
。　

二
つ
目
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
弘
仁
年
間
以
降
、
「
神
主
」
の
立
場
が

「
祢
宜
・
祝
」
と
同
様
に
、
国
司
の
管
理
下
に
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
「
神
宮
司
」
は
、
そ
の
神
社
の
神
事
に
つ
い
て
は
国

司
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
立
場
に
い
た
が
、
「
神
主
」
は
そ
う
で
は
な
く
、
国
司

管
轄
と
い
う
立
場
に
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
神
封
に
関

す
る
権
限
が
否
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
【
史
料
4
－
1
】
は
、
以
上
の
二
つ
の
理
由
か
ら
出
さ
れ
た
官
符
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

五
　
祝
部
に
対
す
る
預
把
笏
の
意
味

こ
こ
ま
で
、
「
神
宮
司
」
と
「
神
主
」
は
律
令
制
下
の
職
と
し
て
徐
々
に
整
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え
ら
れ
た
が
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
「
神
宮
司
」
は
神
祇
官
の
管
轄
、
「
神

主
」
は
国
司
の
管
轄
に
位
置
付
け
ら
れ
始
め
た
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
れ
で
は
、

こ
う
し
た
神
祇
政
策
の
中
で
、
「
神
主
」
へ
の
預
把
笏
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
祢
宜
・
祝
」
へ
の
預
把
笏
と
と
も
に
、
ま
ず
は
気
比

神
を
例
に
挙
げ
て
考
え
て
み
た
い
。

　
【
史
料
2
1
1
】
　
【
史
料
2
1
6
】
　
【
史
料
2
1
7
】
は
、
「
気
比
神
宮
司
」

が
律
令
制
下
の
職
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
と
同
時
に
、
神
祇
官
管
轄

の
職
と
し
て
も
次
第
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の

一
方
で
、
神
封
の
権
限
や
「
祢
宜
・
祝
」
の
補
任
権
な
ど
は
国
司
に
委
ね
ら
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、
【
史
料
5
1
1
】
に
よ
り
、
気
比
神
の
事
務

手
続
き
が
、
完
全
に
神
祇
官
に
「
隷
」
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

【
史
料
5
1
1
】

　
越
前
国
気
比
大
神
宮
雑
務
。
停
レ
預
二
国
司
一
。
隷
二
神
祇
官
一
。

　
本
後
紀
」
承
和
六
年
二
月
戊
寅
（
二
十
六
日
）
条
）

（『

ｱ
日

　
つ
ま
り
、
「
気
比
大
神
宮
雑
務
」
を
神
祇
官
管
轄
に
す
る
こ
と
で
、
神
封
に

関
す
る
権
限
や
「
祢
宜
・
祝
」
の
補
任
権
な
ど
も
、
神
祇
官
に
帰
す
こ
と
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

【
史
料
5
1
2
】

　
坐
二
越
前
国
一
正
三
位
勲
一
等
気
比
大
神
祝
祢
宜
。

　
神
祝
祢
宜
一
。
令
二
以
把
笏
一
。
（
『
続
日
本
後
紀
』

　
（
二
十
三
日
）
条
）

准
二
鹿
嶋
能
登
両
大

承
和
二
年
二
月
戊
戌

　
そ
し
て
、
【
史
料
5
1
1
】
の
四
年
前
に
出
さ
れ
た
【
史
料
5
1
2
】
に
お

け
る
、
気
比
神
の
「
祢
宜
・
祝
」
へ
の
預
把
笏
は
、
気
比
神
の
神
事
を
、
国
司

の
管
理
か
ら
神
祇
官
の
直
接
的
な
管
理
へ
移
行
さ
せ
よ
う
と
す
る
政
策
の
中
で

規
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
祢
宜
．
祝
」
に
把
笏
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
朝
廷
が
、
直
接
そ
の
神
社
の
神
事
に
影
響
力
を
及
ぼ
そ
う
と
意

図
し
た
と
推
測
で
き
る
。

　
ま
た
気
比
神
の
他
に
、
あ
る
程
度
、
こ
の
こ
と
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
の
が
賀

茂
神
で
あ
る
。

　
賀
茂
神
は
、
奈
良
時
代
か
ら
朝
廷
の
崇
敬
を
受
け
る
神
で
あ
っ
た
。
天
応
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

年
と
い
う
早
い
時
期
に
「
祢
宜
・
祝
」
に
把
笏
が
許
さ
れ
、
延
暦
三
年
に
は
従

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

二
位
が
奉
授
さ
れ
て
い
る
。
朝
廷
か
ら
使
者
が
派
遣
さ
れ
て
奉
幣
さ
れ
る
こ
と

も
度
々
あ
り
、
朝
廷
に
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
神
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
ま
た
そ
の
一
方
で
、
国
司
の
関
与
も
見
ら
れ
る
。

【
史
料
5
1
3
】

　
詔
。
賀
茂
神
祭
日
。
自
レ
今
以
後
。
国
司
検
校
。

　
　
　
和
銅
四
年
四
月
廿
日
（
『
類
聚
三
代
格
』
）

常
為
二
年
事
一
。

【
史
料
5
1
4
】

　
勅
。
比
年
以
来
。
祭
二
賀
茂
神
一
之
日
。
会
コ
集
人
馬
一
。
悉
皆
禁
断
。
自
レ

　
今
以
後
。
任
レ
意
聴
レ
祭
。
但
祭
礼
之
庭
勿
レ
令
二
闘
乱
一
。

　
　
　
天
平
十
年
四
月
廿
二
日
（
『
類
聚
三
代
格
』
）

【
史
料
5
1
3
】
と
【
史
料
5
1
4
】
で
は
、
賀
茂
祭
を
国
司
が
検
校
し
て
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い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
天
応
元
年
の
「
祢
宜
・
祝
」
へ
の
預
把
笏
の
後
、
賀

茂
神
の
「
祝
」
の
補
任
の
記
禦
暑
れ
る
こ
と
鶴
w
賀
茂
神
に
対
す
る
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
は
、
朝
廷
が
把
握
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
「
祢
宜
．
祝
」
へ
の
預
把
笏
が
、
国
司
管
轄
か
ら
神
祇
官
管
轄
の

性
格
が
付
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
神
主
」
へ
の
預
把
笏
も
同
様
で

あ
る
だ
ろ
う
。
「
神
主
」
は
、
も
と
も
と
「
神
宮
司
」
と
同
じ
く
神
祇
官
管
轄

の
職
で
あ
っ
た
が
、
弘
仁
年
間
か
ら
、
国
司
管
轄
の
職
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

始
め
た
。
し
か
し
、
預
把
笏
に
よ
り
、
そ
の
性
格
は
神
祇
官
管
轄
の
も
の
に
定

め
置
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
把
笏
の
意
味
と
し
て
は
、
預
把
笏
さ
れ
た
「
神
主
・
祢
宜
・
祝
」

は
神
祇
官
管
轄
の
職
、
預
把
笏
さ
れ
な
い
「
神
主
・
祢
宜
・
祝
」
は
国
司
管
轄

の
そ
れ
と
い
う
位
置
付
け
を
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

六
　
斉
衡
三
年
以
降
の
預
把
笏
の
意
味

　
前
節
で
、
気
比
神
と
賀
茂
神
の
例
か
ら
、
「
神
主
・
祢
宜
・
祝
」
が
把
笏
を

許
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
神
社
の
神
事
は
、
国
司
よ
り
も
朝
廷
の
影
響
力

が
強
く
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
把
笏
が
神
祇
政
策
と
し
て
明
確
に
打
ち
出

さ
れ
る
の
は
斉
衡
三
年
で
あ
る
。

【
史
料
6
－
1
】

　
詔
。
諸
国
三
位
已
上
名
神
々
主
及
祢
宜
祝
等
。
並
預
二
把
笏

　
文
徳
天
皇
実
録
』
斉
衡
三
年
四
月
甲
戌
（
二
日
）
条
）

【
史
料
6
－
2
】

。
（
『
日
本

手
従
レ
事
。
望
請
。
三
位
己
上
神
社
神
主
井
祝
祢
宜
等
。
同
預
二
把
笏
一

以
増
二
神
威
一
。
謹
請
二
官
裁
一
者
。
右
大
臣
宣
。
奉
レ
勅
。
入
色
者
依
レ

太
政
官
符

　
応
三
以
レ
女
為
二
祢
宜
一
事

右
撰
格
所
起
請
僻
。
太
政
官
去
天
長
二
年
十
二
月
廿
六
日
符
偲
。
承
前
之

例
。
諸
国
小
社
。
或
置
レ
祝
無
二
祢
宜
｝
。
或
祢
宜
祝
並
置
。
旧
例
紛
謬

准
拠
無
レ
定
。
加
以
或
国
独
置
二
女
祝
一
永
主
二
其
祭
一
。
左
大
臣
宣
。
自
レ

今
以
後
。
祢
宜
祝
並
置
社
者
。
以
レ
女
為
二
祢
宜
一
。
但
先
置
者
。
令
レ
終
二

其
身
一
者
。
諸
国
依
レ
格
遵
来
年
久
。
而
太
政
官
斉
衡
三
年
四
月
二
日
符

儒
。
得
二
神
祇
官
解
一
俗
。
検
二
案
内
一
。
住
吉
。
平
岡
。
鹿
嶋
。
香
取
等

神
主
井
祝
祢
宜
皆
是
把
レ
笏
。
自
余
神
社
未
レ
預
；
此
例
一
。
祭
祀
之
日
棋
レ

　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

請
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

白
丁
者
不
レ
在
二
此
限
一
者
。

如
レ
今
諸
国
神
社
其
数
巨
多
。
国
司
偏

称
一
一
霊
験
一
。
請
増
一
一
爵
位
一
。
二
三
年
間
或
叙
二
一
二
位
以
上
「
。
因
レ
藪
諸

国
雑
色
人
等
。
皆
補
二
祢
宜
祝
一
莫
レ
非
二
把
笏
一
。
差
使
乏
レ
人
職
此
之

由
。
熟
尋
二
物
情
｝
。
諸
社
有
レ
祝
専
主
二
祭
事
一
。
至
二
干
祢
宜
一
有
レ
職

無
レ
務
。
伏
望
。
除
二
非
先
置
社
一
之
外
。
新
叙
三
位
已
上
神
社
祢
宜
。

依
一
一
天
長
二
年
十
二
月
廿
六
日
符
｝
。
停
二
把
笏
一
以
レ
女
補
任
。
然
則
於
レ

公
有
レ
益
。
於
レ
社
無
レ
損
者
。
中
納
言
兼
左
近
衛
大
将
従
三
位
藤
原
朝

臣
基
経
宣
。
奉
レ
勅
。
依
レ
請
。

　
　
貞
観
十
年
六
月
廿
八
日
（
『
類
聚
三
代
格
」
）

　
【
史
料
6
1
1
】
に
よ
れ
ば
、
三
位
以
上
の
名
神
の
「
神
主
・
祢
宜
・
祝
」

は
把
笏
が
許
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
、
神
階
・
名
神
・
把
笏
と
い
っ

た
、
個
々
の
神
祇
政
策
を
融
合
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
始
め
て
神
階
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に
、
階
位
が
本
来
持
つ
官
位
相
当
的
な
要
素
が
付
加
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

名
神
で
あ
れ
ば
、
神
階
が
三
位
以
上
で
把
笏
が
許
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
名
神
の
中
か
ら
三
位
以
上
の
神
祇
を
選
び
、
そ
の
「
神
主
・
祢
宜
・
祝
」

に
把
笏
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
神
祇
を
朝
廷
の
直
接
の
信
仰
対
象
と

し
、
管
轄
下
に
置
く
こ
と
を
意
図
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
融
合
政
策
の
背
景
と
し
て
は
、
神
祇
政
策
に
お
い
て
、
国
司
の
権
限
が

拡
大
す
る
一
方
で
、
朝
廷
に
よ
っ
て
直
接
把
握
さ
れ
る
神
社
が
選
ば
れ
始
め
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
少
し
稿
を
割
き
た

い
。

　
律
令
成
立
以
後
か
ら
斉
衡
三
年
ま
で
、
神
社
の
性
格
は
徐
々
に
分
化
し
て
き

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
段
階
を
、
と
り
あ
え
ず
三
つ
の
段
階
に
分
け
て
み
た

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
ま
ず
、
最
初
の
段
階
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
官
社
と
非
官
社
と
に
区
別
さ
れ
た

段
階
で
あ
る
。

　
第
二
段
階
で
は
、
官
社
が
名
神
と
官
社
と
に
分
け
ら
れ
た
。
名
神
は
、
全
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

規
模
の
祈
請
の
神
祇
、
官
社
は
一
国
単
位
の
祈
請
の
神
祇
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
段
階
は
、
名
神
が
三
位
以
上
と
そ
れ
以
外
に
分
け
ら
れ
た
段
階
で
あ

る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
神
階
が
三
位
以
上
の
名
神
は
、
把
笏
が
許
さ
れ
、
朝

廷
管
轄
の
神
祇
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
簡
単
な
分
類
を
す
る
と
、
（
表
1
）
（
図
1
）
の
よ
う
に
な
る
。

　
こ
う
し
た
分
化
が
進
ん
だ
理
由
と
し
て
は
、
律
令
制
度
が
現
状
に
沿
う
か
た

ち
で
整
備
さ
れ
て
い
く
中
で
、
神
祇
に
関
す
る
情
報
量
も
増
大
し
、
（
A
）
の

枠
で
は
収
ま
り
き
れ
な
く
な
り
、
複
雑
に
性
格
が
分
化
し
た
と
こ
ろ
に
一
因
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
そ
し
て
、
神
社
に
関
す
る
情
報
量
は
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
増
大
し
、
そ
れ

に
と
も
な
い
、
神
祇
に
関
す
る
国
司
の
権
限
や
責
務
も
増
大
し
て
い
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
神
祇
は
一
国
単
位
で
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
〈
朝
廷
1
国

司
－
神
祇
〉
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
る
中
で
、
〈
朝
廷
－
神
祇
〉
と
い
う
、
朝
廷

が
直
接
携
わ
る
神
祇
を
選
出
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
生
じ
、
そ
の
意
図
に
よ
り

表
1

（ （ （C B A
） ） ）

第 第 第

三 二 一
段 段 段
階 階 階

三 名 官

位 神 社
以 ● o

上 官 非
名 社 官
神 ● 社

● 非
名 官
神 社

●

官
社
o

非
官
社

図
1（

A
）

官
　
社

（
B
）

名
　
神

官
　
社

（
C
）

三
位
以
上

名
　
神

名
　
神

官
　
社

非
官
社

非
官
社

非
官
社
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（
2
0
）

出
さ
れ
た
の
が
【
史
料
6
1
1
】
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
れ
に
よ
り
、
朝
廷
は
（
表
2
）
の
よ
う
な
神
祇
の
構
造
を
意
図
し

　
　
　
　
　
（
2
1
）

た
と
推
測
で
き
る
。

　
表
2

（
い
）

三
位
以
上
名
神

朝
廷
か
ら
使
者
が
派
遣
さ
れ
祈
請
を
受
け
る
国
司
か
ら
祈
請
を
受
け
る
（
全
国
規
模
）
在
地
・
氏
神
祭
祀

（
は
）

名
　
神

国
司
か
ら
祈
請
を
受
け
る
（
全
国
規
模
）
在
地
・
氏
神
祭
祀

（
ろ
）

官
　
社

国
司
か
ら
祈
請
を
受
け
る
（
一
国
規
模
）
在
地
・
氏
神
祭
祀

（
に
）

非
官
社

在
地
・
氏
神
祭
祀

る
。

（
い
）
に
つ
い
て
は
、
賀
茂
神
を
具
体
例
と
し
て
次
の
よ
う
に
考
察
で
き

【
史
料
6
1
3
】

　
以
二
頗
飽
瘡
染
行
。
人
民
疫
死
一
故
。
停
二
賀
茂
祭
一
。
遣
下
二
侍
従
従
五

　
位
上
嶋
江
王
。
神
祇
大
祐
従
七
位
上
忌
部
宿
祢
高
善
等
一
向
二
社
下
一
。

　
申
中
謝
事
由
上
。
但
山
城
国
司
斎
供
如
レ
常
。
（
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』

　
仁
寿
三
年
四
月
乙
酉
（
二
十
五
日
）
条
）

【
史
料
6
i
4
】

　
以
レ
有
二
臓
事
一
。
停
二
賀
茂
祭
一
。
但
山
城
国
司
斎
供
如
レ
常
。

　
文
徳
天
皇
実
録
』
斉
衡
元
年
四
月
癸
酉
（
十
九
日
）
条
）

（『

坙
{

　
【
史
料
6
1
3
】
と
【
史
料
6
－
4
】
で
は
、
臓
れ
が
発
生
す
る
と
、
朝
廷

か
ら
の
使
者
の
派
遣
は
止
め
ら
れ
、
賀
茂
祭
も
停
止
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
山
城
国
司
は
「
常
の
如
く
」
に
「
斎
供
」
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
つ
ま
り
、
朝
廷
が
賀
茂
神
に
対
し
て
祭
祀
を
執
り
行
う
と
同
時
に
、
国
司
も

賀
茂
神
に
対
し
て
祭
祀
を
執
り
行
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
朝
廷
か
ら
直
接
奉
幣

さ
れ
る
神
祇
の
祭
祀
と
、
富
社
に
対
す
る
国
司
の
祭
祀
と
い
う
二
つ
の
性
格
の

祭
祀
が
、
賀
茂
神
に
対
し
て
執
り
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
賀
茂
祭
は
特
殊

な
祭
り
と
考
え
ら
れ
、
単
純
に
敷
術
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
三
位
以
上

の
名
神
に
対
し
て
は
、
国
司
が
執
り
行
う
祭
祀
の
他
に
、
朝
廷
か
ら
使
者
が
派

遣
さ
れ
る
祭
祀
も
執
り
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
【
史
料
6
1
1
】
に
よ
り
、
朝
廷
は
（
表
2
）
を
目
指
し
た
わ
け
だ
が
、
結

論
を
先
に
述
べ
る
と
、
こ
の
朝
廷
の
意
図
は
失
敗
す
る
。
そ
の
事
実
は
、
【
史

料
6
1
2
】
に
明
確
で
あ
る
。
失
敗
の
原
因
と
し
て
は
、
傍
線
（
1
4
）
に
あ
る

よ
う
に
、
神
階
奉
授
を
国
司
の
奏
上
に
委
ね
た
の
が
一
因
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
神
階
奉
授
の
形
態
は
、
国
司
が
言
上
し
、
朝
廷
が
神
階
を
奉
授
す
る
も
の

で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
申
請
さ
れ
た
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
通
る
の
が

実
情
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
【
史
料
6
！
1
】
で
は
、
「
三
位
已
上
名
神
」
と
あ
る
が
、
【
史
料

6
1
2
】
の
傍
線
（
1
3
）
を
見
る
と
、
実
際
は
「
名
神
」
の
語
は
無
視
さ
れ
、



コ
ニ
位
已
上
」
の
語
だ
け
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
把
笏
が
許
さ
れ
て
い
た

　
　
　
（
2
3
）

と
思
わ
れ
る
。

　
「
神
主
」
は
、
全
て
の
神
社
に
設
置
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、

「
祢
宜
・
祝
」
の
よ
う
な
、
把
笏
に
よ
る
弊
害
は
な
く
、
そ
の
た
め
、
【
史
料

6
1
2
】
の
傍
線
（
1
4
）
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
「
神
主
」

設
置
の
権
限
は
朝
廷
に
あ
り
、
国
司
が
勝
手
に
置
い
て
よ
い
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
大
和
国
で
は
、
「
神
主
」
は
律
令
制
下
の
職
と
さ
れ
、
ま
た
、
「
祢
宜
・

祝
」
と
同
じ
よ
う
な
位
置
付
け
と
な
っ
て
い
る
が
、
設
置
の
権
限
は
あ
く
ま
で

朝
廷
が
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
性
格
の
違
い
に
よ
り
、
記
載
の
有
無
が

生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
【
史
料
6
1
1
】
は
、
三
位
以
上
の
名
神
を
選
定
す
る
政
策
自
体
に
問
題
が

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
政
策
が
国
司
の
意
識
に
浸
透
し
て
お
ら
ず
、
三

位
以
上
の
神
祇
が
増
え
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
が
失
敗
の
原
因
な
の
で
あ
る
。
朝

廷
の
意
図
と
、
国
司
の
そ
れ
に
齪
隔
が
生
じ
た
一
例
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
失
敗
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貞
観
十
年
以
降

も
、
神
祇
に
お
い
て
国
司
の
権
限
を
拡
大
す
る
方
針
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

（
1
5
） 六

十
以
上
人
堪
二
祭
事
一
者
上
令
レ
補
レ
之
。
自
レ
今
以
後
立
為
二
恒
例
一
。

但
先
レ
是
置
者
令
レ
終
二
其
身
｝
者
。
今
諸
国
所
レ
行
。
専
忘
二
本
符
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

大
納
言
正
三
位
藤
原
朝
臣
氏
宗
宣
。

偏
称
二
氏
人
井
神
戸
一
悉
擬
コ
補
課
丁
一
。
論
二
之
政
途
一
。
事
乖
二
公
平
一
。

難
一
一
是
氏
人
井
神
戸
百
姓
一
。
而
先

墨
二
八
位
已
上
及
六
十
已
上
堪
レ
事
者
一
。
若
無
二
其
人
一
乃
擬
二
年
少
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

但
至
レ
称
二
氏
人
一
無
；
蹟
実
一
。
傍
須
下
神
主
祢
宜
祝
部
等
氏
。
毎
レ
社

令
レ
勘
二
申
細
由
一
。
国
司
覆
検
造
レ
帳
申
送
。
永
備
中
計
会
上
者
。
国
随
二

符
旨
一
。
六
位
以
上
社
祝
部
氏
人
帳
。
毎
レ
年
勘
造
附
二
朝
集
使
一
進
レ

官
。
今
件
帳
期
限
無
レ
程
。
煩
二
頻
勘
造
一
。
尋
二
其
勘
拠
一
於
レ
公
無
レ

益
。
望
請
。
官
裁
准
二
郡
司
譜
図
一
。
一
紀
一
進
以
備
二
勘
会
一
。
謹
請
二

官
裁
一
者
。
従
二
位
行
大
納
言
兼
左
近
衛
大
将
源
朝
臣
多
宣
。
奉
レ
勅
。

宜
三
二
年
一
進
㌔
諸
国
准
レ
此
。

　
　
元
慶
五
年
三
月
廿
六
日
（
『
類
聚
三
代
格
』
）

　
【
史
料
6
1
5
】
の
傍
線
（
1
7
）
で
は
、
国
司
は
、
神
階
が
六
位
以
上
の
神

社
の
祝
部
氏
人
帳
を
「
勘
造
」
し
「
官
」
に
「
進
」
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て

い
る
。
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【
史
料
6
1
5
】

　
太
政
官
符

　
　
応
三
二
年
一
進
二
諸
神
祝
部
氏
人
帳
一
事

　
右
得
二
伊
予
国
解
一
傅
。
検
二
案
内
一
。
太
政
官
去
貞
観
十
年
九
月
十
四
日

　
下
二
当
道
諸
国
一
符
儒
。
貞
観
八
年
四
月
十
一
日
符
儒
。
去
年
五
月
廿
五

　
日
符
儒
。
右
大
臣
宣
。
諸
社
祝
部
。
停
レ
補
二
白
丁
【
。
択
下
八
位
以
上
及

【
史
料
6
1
6
】

　
太
政
官
符

　
　
応
下
国
内
諸
神
不
レ
論
二
有
位
無
位
一
叙
中
正
六
位
上
上
事

　
右
太
政
官
去
年
十
二
月
廿
八
日
下
二
五
畿
内
七
道
諸
国
一
符
儒
。
右
大
臣

　
宣
。
奉
レ
勅
。
特
有
レ
所
レ
思
。
天
下
大
小
諸
神
。
或
本
預
二
官
社
［
。
或

　
未
レ
載
二
公
簿
一
。
有
位
更
増
二
一
階
一
。
無
位
新
叙
二
六
位
一
。
唯
大
社
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井
名
神
錐
レ
云
二
無
位
一
奉
レ
授
二
従
五
位
下
一
者
。
而
今
推
量
。
六
位
之

中
其
階
有
レ
四
。
至
二
干
奉
行
一
必
応
レ
有
レ
疑
。
宜
下
除
レ
奉
レ
授
二
従
五

位
一
之
外
。
不
レ
論
二
有
位
無
位
一
共
叙
中
正
六
位
上
上
。

　
　
嘉
祥
四
年
正
月
廿
七
日
（
『
類
聚
三
代
格
』
）

　
【
史
料
6
1
6
】
に
よ
り
、
建
前
上
、
官
社
・
非
官
社
の
別
な
く
正
六
位
上

が
奉
授
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
神
祇
に
お
い
て
、
律
令
制
が
全
国
的
に
浸
透
し
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
【
史
料
6
1
5
】
に
よ
り
、
国
司
の
責
務

が
、
官
社
だ
け
で
な
く
、
非
官
社
に
ま
で
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。
【
史
料
6
1

2
】
で
は
、
政
策
の
失
敗
の
原
因
を
国
司
に
求
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
名
神

か
ら
特
定
の
神
社
を
選
出
す
る
と
い
う
政
策
の
失
敗
で
あ
り
、
祝
部
に
関
す
る

政
策
で
は
、
国
司
の
権
限
を
拡
大
さ
せ
る
方
針
が
、
依
然
と
し
て
と
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

　
【
史
料
6
1
5
】
は
、
神
祇
に
お
い
て
、
全
国
的
な
律
令
制
の
浸
透
と
、
国

司
に
権
限
を
委
任
す
る
動
き
と
の
並
存
が
、
明
確
に
見
ら
れ
る
時
期
の
史
料
と

考
え
ら
れ
る
。

七
　
お
わ
り
に

　
令
制
当
初
、
「
神
宮
司
」
と
「
神
主
」
は
、
律
令
制
的
性
格
と
氏
族
の
私
的

な
性
格
と
が
混
ざ
り
合
い
、
さ
ら
に
、
令
に
も
規
定
が
な
い
職
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
両
者
は
、
徐
々
に
、
律
令
制
下
の
職
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
弘
仁
年
間
以
降
、
「
神
宮
司
」
と
「
神
主
」
の
性
格
は
微
妙
に
変
化

す
る
。
前
者
が
そ
れ
ま
で
通
り
神
祇
官
管
轄
の
職
と
さ
れ
た
の
に
対
し
、
後
者

は
国
司
管
轄
の
職
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
「
神
主
」
は
「
祢
宜
・
祝
」
と
同
じ
よ
う
な
位
置
付
け
と
さ

れ
た
わ
け
だ
が
、
「
神
主
」
と
「
祢
宜
・
祝
」
と
の
間
に
も
性
格
の
違
い
が
あ

る
。
後
者
は
国
司
が
補
任
権
を
持
ち
、
基
本
的
に
そ
の
氏
族
的
な
性
格
は
認
め

ら
れ
な
い
の
に
対
し
、
前
者
は
朝
廷
に
設
置
の
権
限
が
あ
り
、
氏
族
的
な
性
格

が
考
慮
さ
れ
る
職
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
神
祇
は
国
司
に
委
ね
ら
れ
る
方
針
が
と
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
で
朝
廷
は
、
国

司
に
全
て
を
委
ね
ず
、
直
接
神
事
に
関
与
で
き
る
神
祇
を
選
出
す
る
よ
う
に
な

る
。
ま
ず
そ
の
意
図
が
見
ら
れ
る
の
が
把
笏
で
あ
る
。
預
把
笏
に
よ
り
、
そ
の

神
祇
は
、
国
司
の
管
轄
か
ら
朝
廷
の
管
轄
へ
と
、
そ
の
比
重
を
増
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
斉
衡
三
年
四
月
二
日
官
符
に
よ
っ
て
、
朝
廷
は
、
三
位
以
上

の
名
神
を
「
神
事
に
関
与
で
き
る
神
祇
」
と
し
て
選
出
し
よ
う
と
意
図
し
た
と

思
わ
れ
る
。
，

　
結
局
、
こ
の
政
策
は
、
朝
廷
の
意
識
と
国
司
の
そ
れ
と
の
間
に
齪
酷
が
生
じ

た
た
め
に
失
敗
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
失
敗
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
神
祇
を
国
司

に
委
ね
る
方
針
は
、
貞
観
十
年
以
降
も
続
い
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
拙
い
論
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
稿
で
は
「
神
宮
司
」
と
「
神

主
」
の
性
格
が
異
な
っ
て
い
く
背
景
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註

（
1
）

【
史
料
註
1
1
】

問
。
神
祇
令
云
。
仲
冬
上
卯
相
嘗
祭
。
義
云
。
大
倭
。
住
吉
云
々
等
也
。
神

主
各
受
一
一
官
幣
常
一
而
祭
レ
之
。
衛
禁
律
云
。
神
部
不
レ
覚
減
三
一
等
一
。
監
神

亦
減
二
二
等
一
。
物
記
云
。
祢
宜
。
破
布
里
。
是
神
部
也
。
神
主
是
為
二
監
神
一
。

仮
於
二
多
社
一
者
多
朝
臣
者
。
今
案
二
此
等
文
一
。
可
レ
有
二
祢
宜
。
神
主
一
。
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唯
挙
二
祝
一
色
一
。

条
）

若
約
二
祝
部
之
句
一
哉
。
（
『
令
集
解
』
「
職
員
令
」
神
祇
官

　
【
史
料
註
1
1
】
を
見
る
と
、
「
祝
部
」
の
語
に
、
「
神
主
・
祢
宜
．
祝
」

約
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。

が
集

【
史
料
註
1
2
】

　
群
臣
相
謂
之
日
。
随
二
村
々
祝
部
所
教
一
。
或
殺
二
牛
馬
一
祭
二
諸
社
神
一
。
或

　
頻
移
レ
市
。
或
祷
二
河
伯
一
。
既
無
二
所
効
一
。
蘇
我
大
臣
報
日
。
可
下
於
寺
寺

　
転
劇
読
大
乗
経
典
上
。
悔
レ
過
如
二
仏
所
説
一
。
敬
而
祈
レ
雨
。
（
『
日
本
書
紀
』

　
皇
極
天
皇
元
年
七
月
戊
寅
条
）

　
【
史
料
註
i
2
】
を
見
る
と
、
こ
の
「
祝
部
」
が
、
律
令
制
下
の
職
と
し
て
の

「
祝
」
と
イ
コ
ー
ル
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
の
「
祝
部
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る

「
祝
」
で
は
な
く
、
「
神
祭
り
を
す
る
人
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

諸
社
に
属
す
る
の
で
は
な
く
、
「
村
々
」
に
属
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
「
祝

部
」
が
、
「
神
祇
令
」
で
規
定
さ
れ
て
い
る
「
祝
」
と
は
異
な
る
存
在
の
も
の
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

【
史
料
註
1
3
】

　
出
雲
国
造
従
六
位
上
出
雲
臣
広
嶋
斎
事
畢
。
献
二
神
社
劔
鏡
井
白
馬
鵠
等
一
。

　
広
嶋
井
祝
二
人
並
進
二
位
二
階
一
。
賜
二
広
嶋
絶
廿
疋
。
綿
五
十
屯
。
布
六
十

　
端
一
。
自
余
祝
部
一
百
九
十
四
人
禄
各
有
レ
差
。
（
『
続
日
本
紀
』
神
亀
三
年
二

　
月
辛
亥
（
二
日
）
条
）

　
ま
た
、
奈
良
時
代
に
入
り
、
【
史
料
註
ー
3
】
で
は
、
「
祝
」
と
「
祝
部
」
の
両

方
の
語
が
出
て
く
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
祝
」
と
「
祝
部
」
と
い
う
表
記
の
違
い
だ

け
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
両
者
の
間
に
格
差
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
別
の
性

　
　
格
の
職
と
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
の
「
祝
部
」
は
、
「
神
事
に
携

　
　
わ
る
者
」
の
総
称
と
解
釈
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
六
国
史
に
お
い
て
「
祝
部
」
の
語
が
出
て
き
た
場
合
、
律

　
　
令
制
の
「
祝
」
で
あ
る
場
合
と
、
「
神
主
・
祢
宜
・
祝
」
な
ど
の
総
称
、
ま
た
は

　
　
「
神
事
に
携
わ
る
者
」
の
総
称
で
あ
る
場
合
と
が
考
え
ら
れ
る
た
あ
、
注
意
が
必
要

　
　
な
の
で
あ
る
。

（
2
）
　
林
陸
朗
「
上
代
神
職
制
度
の
一
考
察
」
（
『
神
道
学
』
2
9
、
昭
和
三
十
六
年
）
。
梅

　
　
田
義
彦
『
神
祇
制
度
史
の
基
礎
的
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
十
九
年
）
。
杉

　
　
崎
美
智
子
「
祝
に
関
す
る
一
試
論
」
（
『
史
艸
』
1
9
、
昭
和
五
十
年
）
。
熊
谷
保
孝

　
　
「
律
令
制
下
の
神
職
制
度
」
（
『
日
本
古
代
の
神
祇
と
政
治
』
、
日
東
館
出
版
、
昭
和

　
　
五
十
二
年
）
。
同
『
律
令
国
家
と
神
祇
』
（
第
一
書
房
、
昭
和
五
十
七
年
）
。
西
宮
秀

　
　
紀
「
神
祇
官
成
立
の
一
側
面
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
餅
、
昭
和
五
十
三
年
）
。
同

　
　
「
律
令
国
家
に
於
け
る
神
祇
職
」
（
『
日
本
史
研
究
』
脚
、
昭
和
六
十
年
）
。
高
嶋
弘

　
　
志
「
律
令
神
祇
祭
祀
と
神
主
の
成
立
」
（
『
北
大
史
学
』
2
1
、
昭
和
五
十
六
年
）
。
中

　
　
村
英
重
「
神
主
の
形
態
と
氏
神
・
氏
上
」
（
『
駿
台
史
学
』
7
5
、
平
成
元
年
）
。
大
関

　
　
邦
男
「
律
令
制
と
神
職
」
（
『
日
本
古
代
の
国
家
と
祭
儀
』
、
雄
山
閣
出
版
、
平
成
八

　
　
年
）
な
ど
。

（
3
）
　
た
だ
し
、
「
准
」
じ
る
と
あ
る
よ
う
に
、
従
八
位
の
官
職
に
准
じ
た
扱
い
を
受
け

　
　
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
「
気
比
神
宮
司
」
が
完
全
に
官
人
化
し
た
か
ど
う
か
に
つ

　
　
い
て
は
、
若
干
の
疑
問
が
残
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
気
比
神
宮
司
」
に
律
令
制
を

　
　
適
応
さ
せ
よ
う
と
す
る
朝
廷
の
意
図
は
う
か
が
え
よ
う
。

（
4
）
　
野
村
忠
夫
『
律
令
官
人
制
の
研
究
　
増
訂
版
』
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
二

　
　
年
）
。

　
　
　
「
考
」
の
問
題
は
実
に
複
雑
難
解
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
考
は
、
野
村
氏
が

　
　
「
律
令
用
語
と
し
て
の
「
考
限
」
が
、
「
成
選
に
必
要
な
考
の
年
数
」
を
示
す
用
語

　
　
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
大
過
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
」
と
し
た
論
に
従
い
た

　
　
い
。

（
5
）
　
こ
の
国
司
の
発
言
力
の
強
化
は
、
も
と
も
と
そ
れ
を
朝
廷
が
意
図
し
て
い
た
わ
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け
で
は
な
い
。
①
官
符
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
官
吏
が
「
符
旨
」
に
背
く
こ

　
　
と
を
問
題
視
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
国
司
の
発
言
力
の
強
化
は
、
そ
の
結
果
で
あ

　
　
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
①
官
符
だ
け
で
は
、
「
神
主
」
に
対
す
る
国
司
の

　
　
権
限
を
強
化
さ
せ
る
と
い
う
朝
廷
の
意
図
は
読
み
取
れ
な
い
の
で
あ
る
。

（
6
）
　
神
事
と
公
務
と
を
区
別
す
る
こ
と
は
、
延
暦
年
間
か
ら
の
朝
廷
の
方
針
で
あ
る

　
　
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
は
、
拙
稿
「
古
代
に
お
け
る
「
神
事
」
と
「
公
務
」

　
　
の
区
別
」
（
『
神
道
研
究
集
録
』
1
6
、
平
成
十
四
年
）
に
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は

　
　
詳
し
く
触
れ
な
い
。

（
7
）
　
神
社
修
理
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
古
代
の
神
社
社
殿
管
理
の
問
題
に
つ

　
　
い
て
」
（
『
神
道
宗
教
』
捌
、
平
成
十
三
年
）
で
、
弘
仁
三
年
に
出
さ
れ
た
官
符
が
、

　
　
大
和
国
に
お
い
て
は
、
僅
か
十
年
で
無
理
が
生
じ
た
こ
と
ま
で
述
べ
た
。

（
8
）
　
氏
神
祭
祀
と
律
令
祭
祀
と
の
並
存
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
古
代
の
官
社
と
名
神

　
　
に
関
す
る
一
試
考
」
（
『
國
學
院
大
學
大
學
院
紀
要
』
3
2
、
平
成
十
三
年
）
で
述
べ

　
　
た
。

（
9
）
　
拙
稿
、
前
掲
註
（
8
）
。

（
1
0
）
　
『
類
聚
三
代
格
』
弘
仁
十
二
年
八
月
二
十
二
日
官
符
「
応
レ
令
三
伊
勢
大
神
宮
司

　
　
検
二
納
神
郡
田
租
｝
事
」
。

（
1
1
）
　
た
だ
し
、
「
神
宮
司
」
は
、
神
封
の
発
言
力
に
お
い
て
国
司
に
匹
敵
す
る
が
、

　
　
【
史
料
4
1
4
】
に
よ
れ
ば
、
神
封
を
管
理
す
る
貴
任
は
あ
く
ま
で
国
司
に
あ
っ

　
　
た
と
考
え
ら
れ
る
。
神
税
は
普
通
の
庫
（
公
庫
）
と
神
庫
に
区
別
さ
れ
て
納
め
ら

　
　
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
「
神
宮
司
」
に
神
封
の
管
理
が
委
ね
ら
れ
る
の
は
伊

　
　
勢
太
神
宮
だ
け
で
あ
り
、
こ
れ
は
特
殊
な
事
例
で
あ
る
。

　
　
し
か
し
な
が
ら
、
【
史
料
註
1
4
】
所
載
の
斉
衡
三
年
四
月
七
日
官
符
で
は
、

　
　
「
封
物
」
の
「
出
納
」
を
、
「
気
比
神
宮
司
」
と
気
比
神
宮
寺
別
当
と
が
「
相
共
」

　
　
に
「
勘
知
」
し
て
い
る
。

【
史
料
駐
1
4
】

　
太
政
官
符

　
応
レ
令
レ
停
刊
止
分
二
神
封
郷
一
寄
中
神
宮
寺
上
事

右
得
二
神
祇
官
解
一
儒
。
坐
二
越
前
国
一
正
一
位
勲
一
等
気
比
大
神
宮
司
中
臣

清
貞
解
傅
。
検
二
旧
例
一
。
太
政
官
去
斉
衡
三
年
四
月
七
日
下
レ
国
符
俗
。
寺

別
当
与
二
神
宮
司
一
共
可
レ
勘
コ
知
封
物
出
納
｝
者
。
自
レ
ホ
以
降
相
共
勘
知
。

先
納
二
神
宮
一
。
後
分
二
寺
家
一
。
是
宮
司
之
処
分
非
二
国
宰
之
所
一
レ
行
。
（
中

略
）　

　
寛
平
五
年
十
二
月
廿
九
日
（
『
類
聚
三
代
格
』
）

　
　
　
封
物
を
先
に
神
宮
に
納
め
、
そ
の
後
で
神
宮
寺
に
分
け
る
の
だ
が
、
そ
れ
は

　
　
「
宮
司
」
が
処
分
す
る
こ
と
で
あ
り
、
国
司
の
行
う
こ
と
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い

　
　
る
。
こ
の
官
符
で
は
、
気
比
神
の
神
封
に
関
し
て
、
国
司
の
権
限
は
全
く
見
ら
れ

　
　
な
い
の
で
あ
る
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

（
1
2
）
　
『
続
日
本
紀
』
天
応
元
年
四
月
戊
申
（
二
十
日
）
条
。

（
1
3
）
　
『
続
日
本
紀
』
延
暦
三
年
十
一
月
丁
巳
（
二
十
日
）
条
。

（
1
4
）
　
賀
茂
祭
に
お
い
て
、
国
司
の
関
与
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
し
て
、
朝
廷
と
賀
茂
社

　
　
と
の
対
立
を
示
す
と
す
る
研
究
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
疑
問
が
あ
る
。
国
司
の
検

　
　
校
は
、
賀
茂
祭
当
日
の
混
乱
を
鎮
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
で
言
う
な

　
　
れ
ば
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
、
警
察
が
警
備
を
す
る
こ
と
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
祭
り
を
国
司
が
検
校
す
る
史
料
は
、
賀
茂
祭
に
特
別
に
見
ら
れ
、
こ
れ
を
も
っ
て
、

　
　
朝
廷
と
賀
茂
社
と
の
対
立
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
そ
れ

　
　
よ
り
も
、
「
騎
射
」
が
行
わ
れ
る
賀
茂
祭
を
、
人
々
が
多
く
集
ま
る
特
殊
な
祭
り
と

　
　
捉
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
1
5
）
　
『
類
聚
国
史
』
「
祝
」
天
長
元
年
四
月
甲
午
（
十
五
日
）
条
。
『
類
聚
国
史
』
「
祝
」

　
　
天
長
元
四
月
乙
未
（
十
六
日
）
条
。

（
1
6
）
　
六
国
史
で
は
、
「
非
官
社
」
と
い
う
語
句
は
存
在
し
な
い
。
【
史
料
6
1
6
】
に

　
　
は
「
官
社
」
に
対
応
す
る
語
と
し
て
「
未
載
公
簿
」
と
い
う
語
句
が
記
載
さ
れ
て

　
　
い
る
。
「
非
官
社
」
よ
り
も
、
「
未
載
公
簿
社
」
「
未
官
社
」
と
い
う
語
句
が
、
本

　
　
来
、
相
当
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
と
り
あ
え
ず
「
非
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官
社
」
を
使
用
す
る
。

（
1
7
）
　
『
類
聚
符
宣
抄
』
弘
仁
十
二
年
七
月
二
十
日
宣
旨
「
応
令
異
災
国
奉
幣
祈
請
所

　
　
言
国
内
名
神
事
」
。

（
1
8
）
　
当
時
の
伊
勢
太
神
宮
は
、
別
格
扱
い
を
受
け
て
い
る
。
伊
勢
太
神
宮
の
問
題
に

　
　
つ
い
て
は
、
別
に
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
こ
の
分
類
に
は
含

　
　
め
な
い
。

（
1
9
）
　
【
史
料
6
1
6
】
で
は
、
官
社
・
非
官
社
を
問
わ
ず
神
階
を
奉
授
さ
れ
て
お
り
、

　
　
把
握
せ
ね
ば
な
ら
な
い
神
社
は
飛
躍
的
に
増
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
0
）
　
（
A
）
で
も
（
B
）
で
も
、
朝
廷
が
直
接
使
者
を
派
遣
し
て
奉
幣
す
る
場
合
が

　
　
あ
る
が
、
そ
の
神
社
を
選
択
す
る
基
準
は
、
そ
れ
ほ
ど
明
確
で
な
か
っ
た
よ
う
に

　
　
思
う
。
臨
時
奉
幣
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
る
う
ち
に
、
以
上
の
よ
う
な
性
格
が
徐
々

　
　
に
生
じ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
1
）
　
表
中
の
「
在
地
・
氏
神
祭
祀
」
に
つ
い
て
は
、
朝
廷
が
そ
の
存
在
を
認
め
る
と

　
　
い
う
程
度
の
も
の
で
あ
り
、
政
策
と
し
て
関
与
す
る
類
の
も
の
で
は
無
い
。
そ
の

　
　
た
め
、
朝
廷
が
目
指
す
構
造
の
中
に
「
在
地
・
氏
神
祭
祀
」
を
含
め
る
の
は
妥
当

　
　
で
無
い
と
思
え
る
が
、
朝
廷
は
官
社
に
対
し
て
も
氏
神
祭
祀
の
執
行
を
促
し
て
お

　
　
り
、
祭
祀
の
実
態
を
示
す
た
め
に
（
表
2
）
に
含
め
た
。

（
2
2
）
　
基
本
的
に
こ
れ
が
賀
茂
祭
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
3
）
　
【
史
料
6
1
2
】
所
載
の
斉
衡
三
年
四
月
二
日
官
符
で
は
、
「
白
丁
者
不
在
此

　
　
限
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
白
丁
に
把
笏
が
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
白

　
　
丁
の
補
任
が
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
斉
衡
三
年
の
時
点
で
は
、
祝

　
　
部
に
白
丁
が
補
任
さ
れ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
白
丁
が
祝
部
に
補
任
さ
れ

　
　
る
の
が
禁
止
さ
れ
る
の
は
【
史
料
註
1
5
】
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

【
史
料
註
1
5
】

　
制
。
五
畿
七
道
諸
神
社
祝
部
。
停
レ
補
二
白
丁
㌔
以
二
八
位
己
上
及
年
六
十

　
已
上
人
一
充
レ
之
。
先
レ
是
置
者
。
令
レ
終
二
其
身
一
。
自
今
以
後
。
立
為
二
恒

　
例
　
。
（
『
日
本
三
代
天
皇
実
録
』
貞
観
七
年
五
月
二
十
五
日
条
）

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
六
十
才
以
上
で
あ
れ
ば
、
無
位
で
も
補
任
が
許
さ
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
【
史
料
6
1
5
】
の
傍
線
（
1
5
）
で
、
「
擬
補
課
丁
」
を
問
題
に
し

て
お
り
、
さ
ら
に
傍
線
（
1
6
）
で
「
擬
年
少
」
と
あ
る
よ
う
に
、
六
十
才
以
上
か

未
満
か
の
年
齢
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
問
題
の
論
点
は
課
役
の
こ
と
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
【
史
料
註
1
5
】
は
、
制
度
上
、
祝
部
の
官
人
化
を
意
図
し
た
も
の

で
は
な
く
、
「
課
役
免
除
」
を
自
称
す
る
人
間
を
抑
制
す
る
政
策
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。


